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文
化
庁
が
全
国
の
古
文
書
等
緊
急
調
査
を
始
め

て
か
ら
何
年
か
が
経
過
し
て
い
る
。
調
査
し
た
史

料
は
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
公
開
さ
れ
る
の
が

望
ま
し
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
鷹
大

な
近
世
の
史
料
に
つ
い
て
そ
の
感
が
深
い
。
こ
こ

に
紹
介
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
調
査
の
結
果
が
自

治
体
の
歴
史
編
纂
の
過
程
で
、
史
料
編
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
越
中
国
砺
波
与
太
田
村
は
庄
川
流
域
に
あ
り
、

寛
永
ご
ろ
二
千
石
の
高
を
も
っ
た
村
で
あ
る
。
天

正
＝
二
年
、
前
田
利
家
・
利
長
父
子
が
秀
吉
か
ら

越
中
川
西
三
郡
を
与
え
ら
れ
て
以
来
、
加
賀
藩
に

属
し
た
。
金
子
家
は
、
初
期
に
こ
こ
で
十
村
役
を

勤
め
た
土
豪
で
、
そ
の
文
書
は
天
正
一
七
年
か
ら

明
治
に
お
よ
ん
で
い
る
。
昭
和
四
七
・
四
八
年
に

緊
急
調
査
の
対
象
と
な
り
、
明
治
以
前
の
も
の
に

つ
い
て
、
本
書
の
編
集
委
員
で
あ
る
楠
瀬
勝
氏
ら

の
手
に
よ
り
整
理
さ
れ
、
　
『
金
子
文
書
・
折
橋
文

書
報
告
書
』
と
し
て
目
録
と
一
〇
点
ほ
ど
の
文
書

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
折
橋
文
書
も

岡
国
射
水
郡
の
十
村
文
書
で
あ
る
。

　
文
書
の
所
在
は
、
こ
れ
よ
り
早
く
砺
波
市
史
編

纂
委
員
会
の
手
で
発
行
さ
れ
た
書
写
版
刷
の
『
金

子
家
古
文
書
抄
』
（
昭
和
3
6
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、

同
市
史
に
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用
し

た
研
究
論
文
も
、
高
沢
裕
一
「
多
肥
集
約
化
と
小

農
民
経
営
の
自
立
」
　
（
本
誌
五
〇
巻
一
・
二
号
）

を
早
い
例
と
し
て
、
同
氏
や
坂
井
誠
一
・
高
瀬
保

・
原
昭
午
・
青
野
春
水
の
諸
氏
ら
十
指
に
余
る
業

績
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
論
文

の
テ
ー
マ
が
、
改
作
法
・
検
地
・
農
桑
経
蛍
∵
割

地
制
度
・
年
貢
・
役
負
担
・
給
知
・
蔵
宿
・
木
材

輸
送
・
市
場
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
よ
う
に
、

文
書
の
内
容
も
多
様
で
あ
る
。
近
世
の
地
方
史
料

は
、
論
文
に
引
用
さ
れ
た
以
外
の
全
貌
を
知
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
自
由
な
討
論
と
交
流
が
な
さ

れ
に
く
い
事
清
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
か

た
ち
で
重
要
な
史
料
が
公
開
さ
れ
る
の
は
、
研
究

の
進
展
に
と
っ
て
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

同
時
に
、
わ
ず
か
一
軒
の
家
の
文
書
の
発
見
か
ら
、

そ
れ
が
世
に
知
ら
れ
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ま

で
に
か
け
ら
れ
た
時
間
と
労
苦
を
思
う
と
、
関
係

当
事
者
の
努
力
に
敬
意
を
表
さ
ざ
る
を
得
な
い
し
、

ま
た
一
方
で
、
当
事
者
の
熱
意
に
も
か
か
わ
ら
ず

保
存
と
公
開
の
乎
が
う
た
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
他
の
多
く
の
史
料
に
つ
い
て
、
思
い
は
馳

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
『
金
子
文
書
』
は
、
右
の
金
子
文
書
三
八
二
点

と
並
ん
で
、
太
田
公
民
館
に
の
こ
さ
れ
た
開
暦
以

降
の
主
と
し
て
漸
開
に
か
か
わ
る
文
書
と
村
鑑
帳

・
持
高
帳
等
五
五
点
を
太
田
村
文
書
と
し
て
お
さ

め
、
江
戸
時
代
の
村
の
様
相
を
把
握
で
き
る
よ
う

配
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
以
後
の
史
料
は
省
略

さ
れ
て
い
る
。
両
文
書
と
も
文
書
と
冊
子
の
二
部

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
編
年
に
配
列
し
、
巻
末
に

佐
伯
安
一
氏
の
解
題
を
の
せ
て
い
る
。
全
体
の
約

三
分
の
二
が
改
作
法
の
成
就
す
る
以
前
の
も
の
で
、

初
期
加
賀
藩
民
政
の
動
向
を
知
る
う
え
で
貴
重
な

史
料
集
と
い
え
る
。

　
個
人
的
な
関
心
で
片
里
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

十
村
役
を
勤
め
た
元
和
・
寛
永
期
に
つ
い
て
は
、

伝
馬
・
駅
継
関
係
や
庄
川
の
流
木
運
送
が
あ
る
。

な
か
で
も
立
山
の
硫
黄
を
加
賀
へ
「
郡
送
り
」
で

輸
送
す
る
シ
ス
テ
ム
は
興
味
を
惹
く
。
布
の
調
達
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や
役
夫
・
役
家
の
史
料
も
多
い
。
寛
永
一
二
年
に

十
村
役
を
や
め
て
か
ら
も
蔵
宿
は
続
く
が
、
こ
の

時
期
で
は
承
応
三
年
の
「
高
物
成
帳
」
が
百
姓
ご

と
の
持
高
・
免
・
納
米
高
・
借
米
利
足
・
作
食
米

・
家
族
・
下
人
・
馬
数
等
を
記
し
、
百
姓
経
営
の

状
態
を
示
し
て
い
る
。
小
物
成
・
川
役
を
は
じ
め

他
の
関
係
史
料
も
こ
の
蒔
期
に
集
中
し
て
い
る
の

で
、
多
方
面
か
ら
追
求
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
『
加
賀
市
史
』
資
料
編
第
二
巻
は
、
吉
田
屋
文

書
二
六
三
点
と
、
伊
東
家
文
書
三
点
と
を
載
せ
て

い
る
。
前
者
は
、
金
子
文
書
と
同
様
に
緊
急
調
査

の
対
象
と
な
り
、
　
『
吉
田
屋
文
書
調
査
報
告
書
』

が
出
て
お
り
、
総
数
六
九
二
点
の
う
ち
か
ら
選
ん

だ
も
の
。
後
老
は
未
整
理
だ
が
、
約
二
〇
〇
点
の

う
ち
か
ら
選
ん
で
お
さ
め
ら
れ
た
。

　
と
も
に
、
大
聖
寺
の
町
人
文
書
で
あ
る
。
吉
田

屋
（
豊
田
家
）
は
、
正
保
以
降
酒
造
・
金
融
業
を

営
ん
だ
が
、
三
代
伝
右
衛
門
の
享
保
ご
ろ
台
頭
し

て
米
商
を
兼
業
し
、
藩
の
御
用
商
人
と
な
り
、
銀

方
役
・
銭
一
役
と
し
て
調
達
銀
を
上
納
し
、
町
年

寄
役
を
勤
め
た
。
し
か
し
、
四
代
以
降
は
経
営
が

停
滞
し
、
天
保
期
に
は
居
屋
敷
と
酒
株
を
売
却
し
、

薬
種
商
に
転
じ
、
あ
わ
せ
て
呉
服
太
物
荷
口
問
屋

を
営
ん
だ
。
こ
の
間
、
文
政
六
年
五
代
伝
右
衛
門

は
、
元
禄
以
降
廃
絶
し
て
い
た
九
谷
焼
を
再
興
し
、

嘉
初
九
谷
村
に
、
つ
い
で
山
代
村
に
吉
田
屋
窯
を

ひ
ら
い
た
が
、
ま
も
な
ぐ
経
営
難
の
た
め
人
手
に

渡
っ
た
。

　
吉
田
屋
文
書
は
、
三
代
の
台
頭
し
た
享
保
一
七

年
の
勘
定
帳
か
ら
幕
末
に
い
た
る
文
書
・
記
録
類

を
、
O
役
務
、
⇔
察
、
⇔
家
業
に
分
類
収
録
し
、

一
点
ご
と
内
容
の
簡
単
な
鯉
…
説
を
ほ
ど
こ
し
、
史

料
集
と
は
い
え
、
広
く
市
民
に
理
解
で
き
る
よ
う

配
慮
さ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
自

治
体
編
纂
の
文
薔
と
し
て
行
届
い
た
も
の
と
い
え

よ
う
。

　
九
谷
焼
関
係
は
、
後
年
の
伝
聞
書
三
点
を
除
く

す
べ
て
を
載
せ
る
方
針
か
ら
、
再
興
時
の
文
政
九

～
一
一
年
を
中
心
に
明
治
期
の
書
状
二
通
ま
で
二

五
点
を
お
さ
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
再
興

九
谷
焼
に
関
す
る
と
く
に
目
あ
た
ら
し
い
発
見
が

な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
窯
開
設
の

た
め
の
地
面
と
年
貢
、
燃
料
の
木
材
、
仕
入
銀
調

達
、
収
支
と
生
産
の
見
積
り
、
藩
へ
の
上
納
銀
、

職
人
に
対
す
る
規
則
、
職
種
な
ど
、
生
産
の
具
体

相
を
物
語
る
史
料
が
ほ
と
ん
ど
全
部
を
占
め
て
い

る
。　
そ
の
他
、
先
に
あ
げ
た
諸
営
業
部
門
ご
と
に
文

書
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
毎
年
の

概
卸
帳
と
も
い
う
べ
き
勘
定
帳
が
享
保
か
ら
嘉
永

ま
で
ほ
ぼ
連
年
に
わ
た
っ
て
の
こ
っ
て
い
て
、
城

下
町
商
人
の
資
産
の
推
移
と
経
営
の
変
動
の
あ
と

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
奉
公
人
の
給
銀
に
つ
い

て
記
し
た
口
上
に
、
職
種
ご
と
の
初
任
給
の
ほ
か
、

毎
年
一
〇
匁
ぐ
ら
い
ず
つ
昇
給
さ
せ
て
い
く
実
態

が
語
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
お
も
し
ろ
い
も
の
も
多

い
。

　
伊
東
家
（
板
屋
）
は
、
藩
祖
前
田
利
治
以
来
の

旧
家
で
代
々
本
陣
宿
を
勤
め
た
家
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
寛
政
か
ら
慶
応
ま
で
の
諸
家
通
行
を
記

録
し
た
本
陣
日
記
の
ほ
か
、
役
用
控
な
ど
交
通
関

係
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
『
金
子
文
書
』
　
A
5
版
二
九
八
ぺ
…
ジ
　
一
九
七
六

年
三
月
　
砺
波
市
教
育
委
員
会
発
行
　
『
加
賀
市
史
』

資
料
編
第
二
巻
　
A
5
版
五
九
三
ペ
ー
ジ
　
一
九
七
六

年
四
月
　
加
賀
市
役
所
発
行
）

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
　
京
都
大
学
助
教
授
）
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